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校内研究授業 １１／８（水）               今回は、算数班の 

６年算数「拡大図と縮図」                授業の様子をお伝え 

指導者 清水明弘 今井紀親               します。 

ねらい「辺の長さや角の大きさを用いて、  

拡大図のかき方を考えることができる。」  

 

日増しに寒さが加わり、朝夕の冷え込みも厳しくなってきましたが、水曜日の持久走大会に向け、

みんな元気よく練習に取り組んでいます。 

 今回の授業は、拡大図のかき方を考える授業でした。前の時間に学習した、拡大図の特徴を思い出

し、対応する辺の長さの比や対応する角の大きさに着目しながらどのようにすれば拡大図がかけるの

かを考えていました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめる 

自分で考えよう→みんなで話し合おう 

自分で考えたかき方をテレビ

に映し出し、みんなに伝えてい

ます。 

まずは、自力解決の時間。コン

パスや分度器などを使って、拡

大図をかいています。 

 

つ
か
む 

１.「めあて」をも

とう 

２.「見通し」をも

とう 

３.自分で解いて

みよう 

４.ともだちと 

相談しよう 

５.みんなで 

話し合あう 

 

６.「まとめ」をし

よう 

７.問題を解いてみ

よう 

８. ふりかえり を

しよう 

 

追
究
す
る
・
深
め
る 

 

ま
と
め
る 

今日のめあては、「どのようにすれば、拡大図をかくことができる

だろうか」です。教師は、子供たちと一緒にめあてを考え、作るよ

うにしています。 

習ったことを使って問題を解き

○付けをしてもらっています。 

合同な三角形のかき方をもとに、辺の長さ

や角の大きさに着目すれば、拡大図をかく

ことができることにどの子も気づくことがで

きました。 

3つのかき方が出

てきました。 

みんなでまとめて

います。 


